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NFD HFD NFD HFD NFD HドD NFD HFD
Flgl 血祭アディポネクチン量に及ぼす飼料の影響｡
a血焚アディポネクチン量 (NFD飼育とHFD飼育との比較)























NFD HドD NFD HFD
Flg.2 BMI値に及ぼす飼料の影響｡
aBMI値 (NFD飼育とHFD飼育との比較)bBMI値 (NFDのHFDに対しての増加量)


























































3)山本美江 ･鈴木治 ･山田一内尾こずえ ･石野一金





Yokoyama M,lshmo F and Kaneko-1ShlnO T
Megl/GrblUoverexpresslOnCausespostnatalgrowth
retardatlOn and lnSull reSIStanCe Vla negatlVe
modulatlOnOfthelGrlRandlRcascadesB10Chemical











肪 ･高カロリー 飼料 (旺FD)及び対照飼料 (NFD)
で飼育した時の血柴アディポネクチン量とBMl値
を比較するとともに糖尿病関連遺伝子の発現量に
ついて他の糖尿病モデルマウスと比較検討した｡
血焚アディポネクチン量はMeglマウスのHFD
が最も高く､対照マウスのNFDが最も低い値を
示した｡一方､BMI値は対照マウスのHFDが最
も高い値を示し､血祭アディポネクチン量とBM
値は逆相関が認められ､ヒト2型糖尿病と類似す
ることが認められたoまた､GrblO､Glut4遺伝子
の発現量は Meglマウスと他の糖尿病モデルマウ
スでは異なる値を示 し､Meglマウスでの GrblO
遺伝子の発現量は高く､GluL4遺伝子の発現量は低
かった｡
以上のことから､Meglマウスには他の糖尿病モ
デルと異なる発症機構の存在が示唆され､Meglマ
ウスは2型糖尿病モデルとしての有用性が考えら
れた｡
